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まえがき 
 
 この資料シリーズは、労働政策研究・研修機構（JILPT）の多様な雇用形態に関する研究

の一環として平成 29 年度に実施した、厚生労働省「就業形態の多様化に関する総合実態調

査」の再集計・分析の結果をとりまとめたものである。 
 「多様化調査」の再集計・分析は、JILPT において、これまで過去３回行ってきており、

今回は４回目に当たる。代表性の確かな政府統計である「多様化調査」データの再集計・分

析を通じて、近年における非正規雇用の動向を捉えるための基礎データを整備・提供するこ

と、加えて、ときどきの問題意識に基づいた所要の分析を行い、政策的なインプリケーショ

ンを導出することを目的としている。雇用の多様化の進展は文字どおり多様であり、多様な

視点をもつことが重要であり、また、ときどきの経済社会の状況にも影響されている。その

ため、的確なデータにより常にその動向を確認することが求められるが、そのための一助と

なることをめざしている。 
 この資料シリーズが雇用・就業形態の多様化に関する基礎資料の一つとして、労働政策の

担当者や企業関係者をはじめとして、広く雇用の多様化に関心をもたれる方々に活用いただ

くことを期待したい。 
 
 2018 年３月 

独立行政法人 労働政策研究・研修機構 
理事長  菅 野 和 夫 
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析方法やとりまとめに関し、多大なご協力を受けた。
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